平成１４年度　第１回　デジタル３種　法規科目

  端 末 設 備 の 接 続 に 関 す る 法 規  
第１問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から、「電気通信事業法」に規定するもの

又は同法の規定に照らして正しい答えを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　（小計２５点）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　（１）　電気通信事業者の取扱中に係る（　ア　）の秘密は、侵してはならない。　　　　（５点）

	　①　他事業者　　②　通　信　　③　個　人　　④　利用者　　⑤　他　人


　（２）　電気通信回線設備とは、送信の場所と受信の場所との間を接続する（　イ　）及びこれと一

体として設置される（　ウ　）並びにこれらの附属設備をいう。　　　（５点×２＝１０点）

	　①　線路設備　　　②　伝送路設備　　③　電気通信設備

　④　送受信設備　　⑤　端末設備　　　⑥　交換設備


　（３）　端末設備とは、電気通信回線設備の一端に接続される電気通信設備であって、一の部分の設

置の場所が（　エ　）の設置の場所と同一の構内（これに準ずる区域内を含む。）又は同一の

建物内であるものをいう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　自営電気通信設備　　②　配線設備等　　③　共用する部分　　④　他の部分


　（４）　第一種電気通信事業者は、端末設備に（　オ　）がある場合において必要と認めるときは、

利用者に対し、その端末設備の接続が総務省令で定める技術基準に適合するかどうかの検査を

受けるべきことを求めることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　異　常　　　②　支　障　　③　故　障


第２問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から、「工事担任者規則」（これに基づく告

示を含む。）及び「有線電気通信法」並びに「有線電気通信設備令」に規定するもの又は同法の

規定に照らして正しい答えを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

　　　　Ａ　技術基準適合認定を受けた端末機器をアダプタジャック方式により電気通信回線設備に

接続するときは、工事担任者を要しない。

　　　　Ｂ　技術基準適合認定を受けた端末機器をプラグジャック方式により電気通信回線設備に接

続するときは、工事担任者を要する。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（２）　次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

Ａ　デジタル第３種工事担任者は、自営電気通信設備に収容される電気通信回線設備の数が１

のものをアナログ伝送路に接続するための工事を行うこと、又は監督することができる。

Ｂ　デジタル第３種工事担任者は、端末設備に収容される電気通信回線の数が１を超えるもの

をアナログ伝送路設備に接続するための工事を行い、又は監督することができる。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


（３）　工事担任者が、その資格者証の再交付を受けられる場合に関する次の二つの記述は、（　ウ　）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

Ａ　資格者証を破った場合

　　　　Ｂ　資格者証を汚した場合

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（４）　有線電気通信法は、有線電気通信設備の（　エ　）を規律し、有線電気通信に関する秩序を

確立することによって、公共の福祉の増進に寄与することを目的とする。　　　　　　（５点）

	①　設　置　　②　保　全　　③　使　用　　④　設置及び保全　　⑤　設置及び使用


　（５）　絶縁電線とは、（　オ　）で被覆されている電線をいう。　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　保護物のみ　　②　絶縁物のみ　　③　絶縁物及び保護物


第３問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から、「端末設備等規則」に規定するもの

又は同規則の規定に照らして正しい答えを選び、その番号を記せ。ただし、（　　）内の同じ記

号は、同じ解答を示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

Ａ　アナログ電話端末とは、端末設備であって、アナログ電話用設備に接続されている点にお

いて４線式の接続形式で接続されるものをいう。

　　　　Ｂ　総合デジタル通信端末とは、端末設備であって、総合デジタル通信用設備に接続されるも

のをいう。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（２）　利用者の接続する端末設備は、（　イ　）との責任の分界を明確にするため、（　イ　）との

間に分界点を有しなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　自営電気通信設備　　　②　保安設備　　③　交換設備

　④　事業用電気通信設備　　⑤　伝送路設備


　（３）　次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

Ａ　端末設備の機器は、その電源回路と筐体との間において、使用電圧が３００ボルト以下の

場合にあっては、０．４メガオーム以上の絶縁抵抗を有しなければならない。

　　　　Ｂ　端末設備の機器の金属製の台及び筐体は、接地抵抗が１０オーム以下となるように接地し

なければならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場合にあっては、この

限りではない。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（４）　選択信号とは、主として相手の（　エ　）を指定するために使用する信号をいう。　（５点）

	①　端末設備　　②　配線設備　　③　電源設備　　④　選択信号送出回路


　（５）　端末設備を構成する一の部分と他の部分相互間において電波を使用する端末設備は、総務大

臣が別に告示する条件に適合する（　オ　）を有するものでなければならない。　　（５点）

	①　呼出符号　　②　標識信号　　③　識別符号　　④　登録符号


第４問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から、「端末設備等規則」に規定するもの

又は同規則の規定に照らして最も正しい答えを選び、その番号を記せ。　　　　　（小計２５点）

　（１）　アナログ電話端末は、発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあ

っては、電気通信回線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後（　ア　）分以内に

直流回路を開くものでなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　２　　②　３　　③　４　　④　５


　（２）　アナログ電話端末の選択信号として使用する押しボタンダイヤル信号は、四つの低群周波数

及び四つの高群周波数の中からそれぞれ（　イ　）の組合せで規定されている。　（５点）

	①　低群周波数一つと高群周波数一つ　　②　低群周波数二つと高群周波数二つ

③　低群周波数一つと高群周波数二つ　　④　低群周波数二つと高群周波数一つ


　（３）　アナログ電話端末の選択信号が押しボタンダイヤル信号である場合の条件に関する次の二つ

の記述は、（　ウ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

　　　　　Ａ　信号周波数偏差は、信号周波数の±１．５％以内でなければならない。

　　　　　Ｂ　信号送出時間は、５０ミリ秒以上でなければならない。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（４）　直流回路を開いているときのアナログ電話端末の呼出信号受信時における直流回路の静電容

量は、３マイクロファラド以下であり、インピーダンスは、７５ボルト、１６ヘルツの交流に

対して（　エ　）キロオーム以上でなければならない。　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　１　　②　２　　③　３　　④　４


　（５）　アナログ電話端末の４キロヘルツまでの送出電力は、通話の用に供する場合を除き、平均レ

ベルでマイナス（　オ　）ｄＢｍ以下で、かつ、最大レベルで０ｄＢｍを超えてはならない。

（ｄＢｍは、絶対レベルを表す単位とする。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　２　　②　４　　③　６　　④　８


解答

第１問（ア）②　（イ）②　（ウ）⑥　（エ）④　（オ）①

第２問（ア）①　（イ）④　（ウ）③　（エ）⑤　（オ）②

第３問（ア）②　（イ）④　（ウ）④　（エ）①　（オ）③

第４問（ア）①　（イ）①　（ウ）③　（エ）②　（オ）④

